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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 12日 (2006.9.12)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
各 セ ル に 対 応 し た 排 気 口 に 冠 着 さ れ た 排 気 弁 に 、 該 排 気 弁 を ま た ぎ 、 そ の 両 側 で 蓋 と 固 定
さ れ る 弁 押 さ え 板 を 備 え て い る 、 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 ２ 】
弁 押 さ え 板 が 、 排 気 口 の 内 径 を 超 え な い 幅 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄
電 池 。
【 請 求 項 ３ 】
蓋 に 、 各 セ ル に 対 応 し た 排 気 口 を 一 括 し て 覆 う と と も に 、 前 記 排 気 口 か ら の 排 気 を 一 括 排
気 す る 一 括 排 気 口 を 有 し た 電 池 覆 い 蓋 が 装 着 さ れ 、 か つ 前 記 電 池 覆 い 蓋 が 、 前 記 一 括 排 気
口 に 排 気 帽 を 取 付 け 可 能 と し た 帽 座 を 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 ４ 】
排 気 帽 が 、 二 方 向 ま た は 一 方 向 に 排 気 管 を 有 し て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電
池 。
【 請 求 項 ５ 】
排 気 弁 が 、 該 排 気 弁 を ま た ぎ 、 そ の 両 側 で 蓋 と 固 定 さ れ る 弁 押 さ え 板 を 備 え て い る 、 請 求
項 ４ に 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 ６ 】
弁 押 さ え 板 が 、 排 気 口 の 内 径 を 超 え な い 幅 を 有 し て い る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄
電 池 。
【 請 求 項 ７ 】
排 気 帽 が 、 正 反 対 の 方 向 に 排 気 管 を 有 し て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 ８ 】
排 気 弁 が 、 該 排 気 弁 を ま た ぎ 、 そ の 両 側 で 蓋 と 固 定 さ れ る 弁 押 さ え 板 を 備 え て い る 、 請 求
項 ７ に 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 ９ 】
弁 押 さ え 板 が 、 排 気 口 の 内 径 を 超 え な い 幅 を 有 し て い る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄
電 池 。
【 請 求 項 １ ０ 】
排 気 帽 を 、 角 度 が ４ ５ 度 ず つ 方 向 を 変 え て 帽 座 に 取 り 付 け ら れ る 凹 凸 を 排 気 帽 と 帽 座 に 設



け た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 １ １ 】
排 気 弁 が 、 該 排 気 弁 を ま た ぎ 、 そ の 両 側 で 蓋 と 固 定 さ れ る 弁 押 さ え 板 を 備 え て い る 、 請 求
項 １ ０ に 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 。
【 請 求 項 １ ２ 】
弁 押 さ え 板 が 、 排 気 口 の 内 径 を 超 え な い 幅 を 有 し て い る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 制 御 弁 式 鉛
蓄 電 池 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 課 題 を 解 決 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 、 各 セ ル に 対 応 し た 排 気 口 に 冠 着 さ
れ た 排 気 弁 に 、 該 排 気 弁 を ま た ぎ 、 そ の 両 側 で 蓋 と 固 定 さ れ る 弁 押 さ え 板 を 備 え た も の で
あ り 、 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 弁 押 さ え 板 が 、 排 気 口 の
内 径 を 超 え な い 幅 を 有 し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 蓋 に 、 各 セ
ル に 対 応 し た 排 気 口 を 一 括 し て 覆 う と と も に 、 前 記 排 気 口 か ら の 排 気 を 一 括 排 気 す る 一 括
排 気 口 を 有 し た 電 池 覆 い 蓋 が 装 着 さ れ 、 か つ 前 記 電 池 覆 い 蓋 が 、 前 記 一 括 排 気 口 に 排 気 帽
を 取 付 け 可 能 と し た 帽 座 を 備 え た も の で あ り 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 制 御 弁 式 鉛 蓄
電 池 に お い て 、 排 気 帽 が 、 二 方 向 ま た は 一 方 向 に 排 気 管 を 有 し て い る も の で あ り 、 請 求 項
５ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 排 気 弁 が 、 該 排 気 弁 を ま た
ぎ 、 そ の 両 側 で 蓋 と 固 定 さ れ る 弁 押 さ え 板 を 備 え た も の で あ り 、 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 は 、
請 求 項 ５ 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 弁 押 さ え 板 が 、 排 気 口 の 内 径 を 超 え な い 幅 を
有 し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 請 求 項 ７ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 排 気 帽 が 、
正 反 対 の 方 向 に 排 気 管 を 有 し て い る も の で あ り 、 請 求 項 ８ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 制 御 弁 式 鉛
蓄 電 池 に お い て 、 排 気 弁 が 、 該 排 気 弁 を ま た ぎ 、 そ の 両 側 で 蓋 と 固 定 さ れ る 弁 押 さ え 板 を
備 え た も の で あ り 、 請 求 項 ９ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ８ 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 に お い て 、
弁 押 さ え 板 が 、 排 気 口 の 内 径 を 超 え な い 幅 を 有 し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 ３ 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 排 気 帽 を
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、 角 度 が ４ ５ 度 ず つ 方 向 を 変 え て 帽 座 に 取 付 け ら れ る 凹 凸 を 排 気 帽 と 帽 座 に 設 け た も の で
あ り 、 請 求 項 １ １ 記 載 の 発 明 は 、 前 記 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 排 気 弁 が 、 該 排 気 弁 を
ま た ぎ 、 そ の 両 側 で 蓋 と 固 定 さ れ る 弁 押 さ え 板 を 備 え た も の で あ り 、 請 求 項 １ ２ 記 載 の 発
明 は 、 請 求 項 １ １ 記 載 の 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 に お い て 、 弁 押 さ え 板 が 、 排 気 口 の 内 径 を 超 え
な い 幅 を 有 し た も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 請 求 項 １ 、 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 排 気 弁 の 脱 落 や 不 完 全 な 装 着 に よ る 問 題 の 発 生 が な
く 、 残 留 し た 電 解 液 の 滲 出 に よ る 問 題 の 発 生 も な い 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 が 得 ら れ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 前 述 し た 効 果 に 加 え て 、 排 気 帽 を 介 し た 一 括 排 気 を 容 易
に 実 現 で き る 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 が 得 ら れ る 。 ま た 、 上 記 請 求 項 ４ ～ ６ の 発 明 に よ れ ば 、 前
記 効 果 に 加 え て 、 排 気 弁 の 脱 落 や 不 完 全 な 装 着 に よ る 問 題 の 発 生 が な く 、 残 留 し た 電 解 液
の 滲 出 に よ る 問 題 の 発 生 も な い 制 御 弁 式 鉛 蓄 電 池 が 得 ら れ る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 請 求 項 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 前 述 し た 各 効 果 に 加 え て 、 必 要 な 方 向 に 向 か う 排 気 管 を
選 ぶ こ と に よ り 、 １ 本 の 排 気 パ イ プ を 用 い て 各 排 気 帽 間 を 最 短 で 連 結 す る こ と が で き る 。
ま た 、 上 記 請 求 項 ８ ， ９ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 効 果 に 加 え て 、 排 気 弁 の 脱 落 や 不 完 全 な 装
着 に よ る 問 題 の 発 生 が な く 、 残 留 し た 電 解 液 の 滲 出 に よ る 問 題 の 発 生 も な い 制 御 弁 式 鉛 蓄
電 池 が 得 ら れ る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 上 記 請 求 項 １ ０ の 発 明 に よ れ ば 、 前 述 し た 各 効 果 に 加 え て 、 必 要 な 方 向 に 向 か う 排 気 管
を 選 ぶ こ と に よ り 、 １ 本 の 排 気 パ イ プ を 用 い て 各 排 気 帽 間 を 最 短 で 連 結 す る こ と が で き る
。 ま た 、 上 記 請 求 項 １ １ 、 １ ２ の 発 明 に よ れ ば 、 前 記 効 果 に 加 え て 、 排 気 弁 の 脱 落 や 不 完
全 な 装 着 に よ る 問 題 の 発 生 が な く 、 残 留 し た 電 解 液 の 滲 出 に よ る 問 題 の 発 生 も な い 制 御 弁
式 鉛 蓄 電 池 が 得 ら れ る 。
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